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(57)【要約】
【課題】特定の使用者の要求に応じて温度を調節するこ
とのできる可動式温度調節装置を提供する。
【解決手段】本発明は、暖房及び／又は冷房手段と、使
用者を識別するように構成される識別手段と、使用者の
暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数
値を感知するように構成される感知手段とを備えた可動
式温度調節装置であって、使用者の暖房及び／又は冷房
要求に基づき暖房及び／又は冷房手段を運転させるよう
になっている可動式温度調節装置である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暖房及び／又は冷房手段と、
　使用者を識別するように構成される識別手段と、
　前記使用者の暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数値を感知するよう
に構成される感知手段と
　を備え、
　前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求に基づき前記暖房及び／又は冷房手段を運転
させるようになっている可動式温度調節装置。
【請求項２】
　前記使用者の個人条件を記憶するように構成される記憶手段を更に備え、
　前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求を、前記使用者の前記個人条件に基づき、及
び、前記感知手段により感知される前記少なくとも１つの測定数値に基づき判断するよう
に構成される、請求項１に記載の可動式温度調節装置。
【請求項３】
　前記使用者の個人条件が、好適な温度、年齢、及び／又は健康状態のうちから１つ以上
を備えた、請求項１又は２に記載の可動式温度調節装置。
【請求項４】
　前記感知手段が、温度センサ、周囲温度センサ、生体計測センサ、前記使用者の体温を
感知するための体温センサ、前記使用者の皮膚温を感知するための赤外線センサ、及び／
又は心拍センサ、以上のうちの１つ以上を備えた、請求項１～３のいずれか１項に記載の
可動式温度調節装置。
【請求項５】
　暖房及び／又は冷房の選好を示す情報を前記使用者が入力できるように構成される入力
手段を更に備え、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求を、前記使用者により入力さ
れる前記情報に基づき、好ましくは更に予め記憶された前記使用者の個人条件に基づき判
断するようになっている、請求項１～４のいずれか１項に記載の可動式温度調節装置。
【請求項６】
　集中暖房及び／又は冷房システムと通信するように、及び／又は、少なくとも１つの更
なる可動式温度調節装置と通信するように構成される通信手段を更に備え、請求項１～５
のいずれか１項に記載の可動式温度調節装置。
【請求項７】
　前記可動式温度調節装置がペットロボットである、請求項１～６のいずれか１項に記載
の可動式温度調節装置。
【請求項８】
　前記暖房手段が電気ヒータを備えた、及び／又は、前記冷房手段が送風機及び／又はペ
ルチェ素子を備えた、請求項１～７のいずれか１項に記載の可動式温度調節装置。
【請求項９】
　前記可動式温度調節装置が、前記使用者を識別し、前記使用者の暖房及び／又は冷房要
求を示す少なくとも１つの測定数値を感知し、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求
に基づき前記暖房及び／又は冷房手段を運転させる、請求項１～８のいずれか１項に記載
の可動式温度調節装置の運転方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの可動式温度調節装置が、前記使用者の正常状態、前記使用者の正
常体温、及び／又は顔写真、及び／又は心拍数を入力することにより始動する、請求項９
に記載の運転方法。
【請求項１１】
　前記可動式温度調節装置が、温度センサを包含する箇所にて前記可動式温度調節装置に
触れるよう前記使用者に促し、前記使用者が、前記温度センサを包含する前記箇所にて前
記可動式温度調節装置に触れると、前記可動式温度調節装置が、前記使用者の暖房及び／
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又は冷房要求を示す前記測定数値のうちの１つとして体温を計測する、請求項９又は１０
に記載の運転方法。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の少なくとも１つの可動式温度調節装置ならびに集
中暖房及び／又は冷房システムを包含する暖房及び／又は冷房装置であって、
　前記可動式温度調節装置が、前記集中暖房及び／又は冷房システムと通信するように構
成される通信手段を有し、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求に基づき暖房及び／
又は冷房するよう、前記通信手段により前記集中暖房及び／又は冷房システムに指示する
ように前記可動式温度調節装置が構成される、暖房及び／又は冷房装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の暖房及び／又は冷房装置において実行され、
　前記可動式温度調節装置が、使用者の暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの
測定数値を計測し、
　前記可動式温度調節装置が、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求に基づき前記暖
房及び／又は冷房手段を運転させる、及び／又は、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房
要求に基づき前記集中暖房及び／又は冷房システムに暖房及び／又は冷房指示を送る、請
求項１２に記載の暖房及び／又は冷房装置において実行される温度調節方法。
【請求項１４】
　前記集中暖房及び／又は冷房システムが前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求を所
定時間内に満たすことができない場合に、前記使用者の前記暖房及び／又は冷房要求が前
記所定時間内に満たされるように、前記少なくとも１つの可動式温度調節装置が前記暖房
及び／又は冷房手段を運転させる、請求項１３に記載の温度調節方法。
【請求項１５】
　前記集中暖房及び／又は冷房システムの暖房及び／又は冷房効果が増加するにつれてこ
れらの暖房及び／又は冷房手段の暖房及び／又は冷房力が低減されるように前記可動式温
度調節装置が前記暖房及び／又は冷房手段を運転させる、請求項１３又は１４に記載の温
度調節方法。
【請求項１６】
　前記可動式温度調節装置が、前記可動式温度調節装置のうちの更なる少なくとも１つと
通信し、
　暖房の場合、前記可動式温度調節装置のうちの任意のものにより要求される温度のうち
の最小温度を確立するよう、前記集中暖房及び／又は冷房システムが指示を受け、あるい
は、冷房の場合、前記可動式温度調節装置のうちの任意のものにより要求される温度のう
ちの最高温度を確立するよう、前記集中暖房及び／又は冷房システムが指示を受け、ある
いは、前記可動式温度調節装置により要求される全ての温度の平均温度である温度を確立
するよう、前記集中暖房及び／又は冷房システムが指示を受け、あるいは、前記可動式温
度調節装置のうちの１つの事前選択された使用者の前記暖房及び／又は冷房要求を満たす
温度を確立するよう、前記集中暖房及び／又は冷房システムが指示を受ける、請求項１３
～１５のいずれか１項に記載の温度調節方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、暖房及び／又は冷房手段と、使用者を識別するように構成される識別手段と
、使用者の暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数値を感知するための感
知手段とを含む可動式温度調節装置であって、使用者の暖房及び／又は冷房要求に基づき
暖房及び／又は冷房手段を運転させるようになっている可動式温度調節装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今後の半世紀は、急速な老化が世界的な社会傾向である。このことは日本又はイタリア
等の先進国において特に顕著であるが、発展途上国においてさえ人々の年齢層が上がる傾
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向にある。老年人口と連動して、独身高齢者世帯及び高齢者介護施設が増えている。高齢
者を対象とした心の健康管理用のペット型ロボットが既に市販されている。ペットロボッ
トは、基本的に、年配の所有者を癒やし、孤独感を緩和する。
【０００３】
　欧州及び米国では、通常、暖房／冷房が、循環水式又は空気式のいずれかの集中システ
ムにより提供される。他方で、集中システムのない部屋用に、又は使用者の近くを付加的
に暖房／冷房するために、独立型の暖房／冷房装置も導入される。集中システムでは十分
でないと感じてこのような付加的な局所式ヒータ又はクーラを補助的な熱源として購入す
る者もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　先行技術の装置は、暖房及び／又は冷房を提供するが、使用者の特定の要件に応えるこ
とができない。
【０００５】
　特定の使用者の要求に応じて温度を調節することのできる、可動式温度調節装置、暖房
及び／又は冷房装置、ならびに、これらの装置の運転方法を提供することが本発明の目的
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１に記載の可動式温度調節装置、請求項９に記載の、可動式温度調
節装置の運転方法、請求項１２に記載の暖房及び／又は冷房装置、ならびに、請求項１３
に記載の、暖房及び／又は冷房装置の温度調節方法により達成される。それぞれの従属請
求項は、可動式温度調節装置、可動式温度調節装置の運転方法、暖房及び／又は冷房装置
、ならびに、暖房及び／又は冷房装置の温度調節方法の、有利な実施形態を記載している
。
【０００７】
　本発明は、可動式温度調節装置に関連する。ここで、用語「温度調節」とは、装置の或
る環境において目標温度を確立するために可動式温度調節装置が暖房及び／又は冷房でき
ることを意味する。本発明による可動式温度調節装置は、暖房及び／又は冷房手段を含む
。暖房手段は、例えば電気ヒータとすることができ、冷房手段は、例えば送風機又はペル
チェ素子とすることができる。
【０００８】
　本発明による可動式温度調節装置は、更に、使用者を識別するように構成される識別手
段を含む。識別手段は、例えば、使用者の特定の特性を利用することができ、あるいは、
使用者は、識別手段による識別を可能にする個別のＩＤを有することができる。識別手段
は、例えば、顔認識手段及び／又は音声認識手段を含むことができ、それぞれその顔及び
／又は音声に基づき使用者を識別することができる。別の例において、使用者はＲＦＩＤ
チップを所持することができ、このＲＦＩＤチップを読み出すように構成される対応する
読出し回路を識別手段が含み、これによって識別手段は使用者を識別することができる。
使用者を識別するためのウェアラブルなスマートデバイスとして、例えばスマートウオッ
チを利用することも可能である。使用者を識別する、代わりとなる多くの仕方を利用する
ことができる。
【０００９】
　本発明による可動式温度調節装置は、更に、使用者の暖房及び／又は冷房要求を示す少
なくとも１つの測定数値を感知するように構成される感知手段を含む。このような感知手
段は、例えば、温度センサ、周囲温度センサ、生体計測センサ、使用者の体温を感知する
ための体温センサ、使用者の皮膚温を感知するための赤外線センサ、及び／又は、心拍セ
ンサのうちの１つ以上とすることができる。感知手段は、使用者が暖房及び／又は冷房要
求を、例えばキーボードの使用により又は発話により入力できる入力手段を含み得るであ



(5) JP 2019-2676 A 2019.1.10

10

20

30

40

50

ろう。使用者の暖房及び／又は冷房要求を感知する、代わりとなる多くの仕方を利用する
ことができる。
【００１０】
　可動式温度調節装置は、感知手段の結果に基づき識別された、使用者の暖房及び／又は
冷房要求に基づき、暖房及び／又は冷房手段を運転させるようになっている。従って、使
用者が暖房を要求していることを、感知手段により感知される少なくとも１つの測定数値
が示す場合、可動式温度調節装置は暖房手段を運転させることができる。他方で、使用者
が冷房を要求していることを、感知手段により感知される少なくとも１つの測定数値が示
す場合、可動式温度調節装置は冷房手段を運転させることができる。
【００１１】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、使用者の個人条件を記憶するように
構成される記憶手段を含むことができる。その際、これらの個人条件は、使用者の暖房及
び／又は冷房要求を判断するために使用することができる。従って、可動式温度調節装置
は、使用者の暖房及び／又は冷房要求を、使用者の個人条件に基づき、及び、感知手段に
より感知される少なくとも１つの測定数値に基づき、判断することができる。個人条件は
、例えば、好適な温度、年齢、及び／又は健康状態のうちから１つ以上を含むことができ
る。例えば、記憶された個人条件が好適な温度である場合、感知手段が使用者の周辺の周
囲温度を測定することができるのであり、可動式温度調節装置は、周囲温度が好適な温度
よりも低い場合に使用者が暖房要求を有すると判断することができ、周囲温度が好適な温
度よりも高い場合に使用者が冷房要求を有すると判断することができる。可動式温度調節
装置は、例えば、感知された周囲温度を、予め記憶された平均周囲温度と比較することも
できる。この平均周囲温度は、例えば使用者が非常に高齢である又は病気である場合に平
均周囲温度が増加されるよう、及び、使用者が若齢である及び／又は健康である場合に平
均温度が低減されるよう、使用者の年齢及び／又は使用者の健康状態により、重み付けす
ることができる。その後、使用者の環境において調節済み平均温度を確立するように、暖
房及び／又は冷房手段を運転させることができる。
【００１２】
　感知手段は、例えば、温度センサ、周囲温度センサ、生体計測センサ、使用者の体温を
感知するための体温センサ、使用者の皮膚温を感知するための赤外線センサ、及び／又は
心拍センサ、以上のうちの１つ以上を含むことができる。これらのセンサのうちの１つ以
上を使用して、使用者の暖房及び／又は冷房要求を判断することができる。
【００１３】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、暖房及び／又は冷房の選好又は要求
を示す情報を使用者が入力できるように構成される入力手段を含むことができる。その際
、可動式温度調節装置は、使用者の暖房及び／又は冷房要求を、使用者により入力される
情報に基づき判断するように適合させることができる。好ましくは、使用者の暖房及び／
又は冷房要求は、この入力済み選好に基づき、予め記憶された使用者の個人条件に加えて
判断することができる。好ましくは、暖房及び／又は冷房要求は、入力済み選好に基づき
、感知手段により感知される測定数値に加えて判断することができる。好ましくは、使用
者の暖房及び／又は冷房要求は、入力済み選好、予め記憶された使用者の個人条件、及び
、感知手段により得られる感知済みの測定数値に基づき判断することも可能である。
【００１４】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、使用者による発話入力を記録するマ
イクロホンを含むことができ、付加的に使用者による発話入力に基づき、暖房及び／又は
冷房要求を判断するように構成することができる。
【００１５】
　好ましくは、可動式温度調節装置は、集中暖房及び／又は冷房システムと通信するよう
に構成される通信手段を含むことができる。このような通信手段を使用して、可動式温度
調節装置が集中暖房及び／又は冷房システムに対して暖房及び／又は冷房要求を示すこと
ができるため、装置の暖房及び／又は冷房負荷を低減することができる。
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【００１６】
　本発明の文脈における集中暖房及び／又は冷房システムは、例えば、ＨＶＡＣシステム
とすることができる。
【００１７】
　本発明の好適な実施形態において、可動式温度調節装置は自走式とすることができる。
このことにより、可動式温度調節装置は、使用者の場所を感知して、使用者に向かって移
動するように及び／又は使用者の後を追うように構成することができる。可動式温度調節
装置は、例えば、電気モータにより作動するホイールを有することができる。好適な実施
形態において、使用者の場所の感知は識別手段により行うことができる。従って、室内に
多数の人がいる場合に、可動式温度調節装置は、使用者の方へ移動する、及び使用者の後
を追うことができる。
【００１８】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、少なくとも１つの更なる可動式温度
調節装置と通信するように構成される通信手段を含むことができる。このことにより、多
数の可動式温度調節装置が互いに連繋し合うことができる。このことは、可動式温度調節
装置が集中暖房及び／又は冷房システムと通信できる場合には特に有利である。というの
も、集中システムに暖房させるか冷房させるかについてこれらの多数の可動式温度調節装
置が連繋できるからである。
【００１９】
　好ましくは、可動式温度調節装置はペットロボットとすることができる。
【００２０】
　本発明の好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、この可動式温度調節装置が
通信することのできる、及び／又は、使用者の環境において温度の調節に貢献するところ
の集中暖房及び／又は冷房システムが利用可能であるかどうかを判断することができる。
好ましくは、可動式温度調節装置は、利用可能な集中暖房及び／又は冷房システムが、水
式の暖房及び／又は冷房システムであるのか、又は空気式の暖房及び／又は冷房システム
であるのかを判断することもできるため、装置を能動的に調節することができる。好まし
くは、可動式温度調節装置は、付加的にこの判断の結果に基づき、その暖房及び／又は冷
房手段を運転させるように構成することができる。好ましくは、この判断の結果に基づき
暖房及び／又は冷房するよう、可動式温度調節装置は集中暖房及び／又は冷房システムに
指示することもできる。
【００２１】
　本発明は、上述のような可動式温度調節装置を運転させるための方法にも関連する。こ
の方法によれば、可動式温度調節装置は、使用者を識別し、使用者の暖房及び／又は冷房
要求を示す少なくとも１つの測定数値を感知し、使用者の暖房及び／又は冷房要求に基づ
き、その暖房及び／又は冷房手段を運転させる。
【００２２】
　好適な実施形態において、少なくとも１つの可動式温度調節装置は、使用者の正常状態
、正常体温、使用者の顔写真、及び／又は使用者の正常心拍数を入力することにより始動
させることができる。その際、これらの測定数値を使用して、使用者の暖房及び／又は冷
房要求を判断することができる。
【００２３】
　有利な実施形態において、可動式温度調節装置は、温度センサを包含する箇所にて可動
式温度調節装置に触れるよう使用者に促すことができる。このようなセンサを装置の外面
に配置することができる。その際、可動式温度調節装置は、使用者の暖房及び／又は冷房
要求を示す測定数値のうちの１つとして、使用者の体温を計測することができる。その際
、使用者が、温度センサを包含する箇所にて可動式温度調節装置に触れると、計測が実施
される。
【００２４】
　本発明の好適な実施形態において、前記感知手段のうちの１つ以上により計測される、
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暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数値が、使用者の、事前に規定され
た状態を示す場合、可動式温度調節装置は、事前に規定された者にメッセージを送ること
ができる。より具体的には、計測された使用者の心拍数が医学的問題を示す場合、可動式
温度調節装置は例えば医師に緊急メッセージを送ることができる。　
【００２５】
　本発明の好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、設定温度に向けて運転が開
始された後だけでなく、設定温度を達成していない間も、使用者の暖房／冷房要求を連続
的に監視することができる。最新の使用者データを感知することにより使用者の満足感が
検出された場合、この装置は、設定温度を変化させ、相応に運転させることで冗長運転が
低減させることができる。このことにより、例えば使用者が発熱を有するという理由での
使用者の要求の迅速な変化に装置が反応することが可能である。この実施形態において、
少なくとも１つの可動式温度調節装置は、以前に判断された使用者の暖房及び／又は冷房
要求を満たすための運転中に使用者の暖房及び／又は冷房要求を連続的に監視し、暖房及
び／又は冷房要求を、こうして判断された暖房及び／又は冷房要求に調節する。
【００２６】
　本発明は、更に、上述のような少なくとも１つの可動式温度調節装置ならびに例えばＨ
ＶＡＣとしての集中暖房及び／又は冷房システムを包含する暖房及び／又は冷房装置に関
連する。ここで、可動式温度調節装置は、集中暖房及び／又は冷房システムと通信するよ
うに構成される通信手段を有する。この実施形態における可動式温度調節装置は、使用者
の暖房及び／又は冷房要求に基づき暖房及び／又は冷房するよう、通信手段を使用して集
中暖房及び／又は冷房システムに指示するように構成される。
【００２７】
　本発明は、このような暖房及び／又は冷房装置を使用して温度を調節するための方法に
も関連する。この方法において、可動式温度調節装置は、使用者の暖房及び／又は冷房要
求を示す少なくとも１つの測定数値を計測し、使用者のこの暖房及び／又は冷房要求に基
づき暖房及び／又は冷房手段を運転させる。更に、可動式温度調節装置は、使用者の暖房
及び／又は冷房要求に基づき、集中暖房及び／又は冷房システムに暖房及び／又は冷房指
示を送る。この方法に起因して、可動式温度調節装置は集中暖房及び／又は冷房システム
と協働して、使用者の目標温度を確立することができる。このような協働に起因して、目
標温度は、特に、極力迅速に及び／又は極力エネルギー効率良く確立することができる。
【００２８】
　好適な実施形態において、集中暖房及び／又は冷房システムが使用者の暖房及び／又は
冷房要求を所定時間内に満たすことができない場合、使用者の判断済み暖房及び／又は冷
房要求がこの所定時間内に満たされるように、少なくとも１つの可動式温度調節装置はそ
の暖房及び／又は冷房手段を運転させることができる。普通、集中暖房及び／又は冷房シ
ステムの方が、大きめの寸法を有し、より遠くに使用者から離して置かれるため、運転の
効果が遅延する。集中暖房及び／又は冷房システムの運転が使用者の場所にて未だ完全に
は効果的でない時間の間、可動式温度調節装置が暖房及び／又は冷房要求を埋めることが
できる。
【００２９】
　好ましくは、集中暖房及び／又は冷房システムの暖房及び／又は冷房効果が増加するに
つれて暖房及び／又は冷房手段の暖房及び／又は冷房力が低減されるように、可動式温度
調節装置はその暖房及び／又は冷房手段を運転させることができる。ここで、暖房及び／
又は冷房力は、暖房及び／又は冷房手段により使用される動力として判断することができ
る。集中暖房及び／又は冷房システムの暖房及び／又は冷房効果は、集中暖房及び／又は
冷房システムにより使用者の場所にて達成される温度として判断することができる。特に
、使用者の場所での集中暖房及び／又は冷房システムの暖房及び／又は冷房効果は、集中
暖房及び／又は冷房システム単独の運転により維持することのできる設定温度とすること
ができる。集中暖房及び／又は冷房システムの慣性が高めであることに起因して、この温
度は、使用者の暖房及び／又は冷房要求を満たすことになるであろう目標温度に接近する
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のに多少の時間を必要とする。温度が依然として目標温度と異なる時間の間、温度差を可
動式温度調節装置により充足することができる。集中暖房及び／又は冷房システムにより
達成される温度が目標温度に接近するにつれて、可動式温度調節装置はその暖房及び／又
は冷房力を低減することができる。
【００３０】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、発話入力を行うよう使用者に促すこ
とができる。その際、可動式温度調節装置は、使用者により行われる発話入力に基づき、
暖房及び／又は冷房手段を制御することができる、及び／又は、集中暖房及び／又は冷房
システムに暖房及び／又は冷房指示を送ることができる。このことにより、可動式温度調
節装置及び／又は集中暖房及び／又は冷房システムを非常に都合よく制御することができ
る。
【００３１】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、上述のように構成することもできる
可動式温度調節装置のうちの更なる少なくとも１つと通信することができる。この実施形
態では、暖房の場合、可動式温度調節装置のうちの任意のものにより要求される最小限の
温度である温度を確立するよう、集中暖房及び／又は冷房システムに指示することができ
る。このことにより、最低温度を求める使用者を集中暖房及び／又は冷房システム単独に
より満足させることができ、それより高い温度を求める他の使用者はそのそれぞれの可動
式温度調節装置により、更なる暖房を受けることができる。冷房の場合、可動式温度調節
装置のうちの任意のものにより要求される最高温度である温度を確立するよう、集中暖房
及び／又は冷房システムに指示することもできる。このことにより、集中システムは最小
限求められる冷房を提供し、それより低い温度を求める使用者は、それぞれの可動式温度
調節装置により、更なる冷房を受けることができる。
【００３２】
　更なる有利な実施形態において、可動式温度調節装置により要求される全ての温度の平
均温度である温度を確立するよう、集中暖房及び／又は冷房システムに指示することがで
きる。可動式温度調節装置同士が互いと通信することができるため、これらの可動式温度
調節装置はその平均温度を測定することができる。平均温度よりも高い温度を求める使用
者はそのそれぞれの可動式温度調節装置により、更なる暖房を受けることができる。平均
温度よりも低い温度を求める使用者はそのそれぞれの可動式温度調節装置により、冷房を
受けることができる。
【００３３】
　可動式温度調節装置のうちの１つの事前選択された使用者の暖房及び／又は冷房要求を
満たす温度を確立するよう、集中暖房及び／又は冷房システムに指示することが更に可能
である。それより高い温度を求める使用者はその可動式温度調節装置により暖房を受ける
ことができ、それより低い温度を求める使用者はその可動式温度調節装置により冷房を受
けることができる。この構成により、周囲温度に対して特に敏感たり得る例えば高齢者又
は病人としての特定の使用者に対処することが可能になる。
【００３４】
　集中暖房及び／又は冷房システムが最小限の冷房又は暖房を提供する上記の実施形態は
、これらの実施形態が最小限のエネルギー消費によるシステムの運転を可能にするため、
特に有利である。
【００３５】
　好適な実施形態において、集中暖房及び／又は冷房システムは、空気流を所定方向へ向
けるように構成される可動式ルーバを有することができる。その際、可動式温度調節装置
は、使用者の暖房及び／又は冷房要求を満たす方向に空気流が向けられるようにルーバを
移動させるよう、集中暖房及び／又は冷房システムに指示することができる。例えば、強
い冷房を使用者が要求する場合、集中暖房及び／又は冷房システムに、冷房するよう、及
び、空気流が使用者の方に直接向けられるようにルーバを向けるよう、指示することがで
きる。室内に２人以上の使用者及び２つ以上の可動式温度調節装置が存在する構成におい
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て、集中暖房及び／又は冷房システムがそのルーバをどこに向けるべきかを判断するため
に、可動式温度調節装置同士が互いと通信することができる。例えば、空気流が直接どの
使用者にも向けられないように又は空気流が特定の使用者に向けられるようにそのルーバ
を向けるよう、集中暖房及び／又は冷房システムに指示することができる。
【００３６】
　従って、要するに、本発明の可動式温度調節装置は、有利なことに、自走式又は可動式
ロボットとすることができる。この自走式又は可動式ロボットは、暖房及び／又は冷房用
に、内蔵式暖房及び／又は冷房手段を有することができる。暖房手段は、例えば直接電気
暖房とすることができるが、このような暖房に限定されるものではない。冷房手段は、例
えば送風機又はペルチェ素子とすることができるが、このような素子に限定されるもので
はない。装置は、例えば、使用者及び可動式装置が存在する部屋における、温度、集中暖
房及び／又は冷房システムの仕様、及び／又は集中暖房及び／又は冷房システムの運転状
況を感知するための環境情報感知手段を有することができる。可動式装置は、視覚情報感
知機能を有するものとして、例えば使用者の健康及び／又は暖房／冷房要求感知手段、例
えばビデオカメラ及びプロセッサを有することもできる。装置は、例えば赤外線センサに
より顔の体温を、又は熱センサにより皮膚の体温を例えば感知するよう構成された、及び
／又は心拍センサである生体計測感知機能を有することもできる。装置は、好ましくは、
例えばマイクロホン、スピーカ、及びプロセッサとしての音声通信機能を有することもで
きる。上述のように、装置は、他のロボットと、及び例えば集中暖房及び／又は冷房シス
テムと通信する通信手段を有することができる。このことにより、装置は、温度に関する
使用者の要求を理解及び処理し、集中システムに制御命令を送信することができる。好ま
しくは、可動式装置は、自走又は可動のための動力ユニット、ならびに充電手段を有する
。前記集中暖房及び／又は冷房システムは、例えば循環水式又は空気式とすることができ
る。
【００３７】
　以下に、使用者の暖房及び／又は冷房要求を判断する有利な方法を記載する。上述のよ
うに、視覚データ、生体計測データ、及び／又は口頭データを使用者から得、解析するこ
とができる。例えば、データを、登録データ及び／又は履歴データと比較することにより
解析し、使用者が暑いのか又は適度であるのか又は涼しいのかを推断することができる。
その際、視覚データ及び／又は生体計測データを統合することができ、これによって、使
用者が暑いのか又は適度であるのか又は涼しいのかを判断することができる。最終的に、
使用者の発話入力をどのように解釈するかに関して、予め記憶された情報を使用して、口
頭データ解析結果を統合することができる。例えば、人は年齢を重ねるにつれて温度の認
知がさほど正確でなくなると推測することができる。従って、若齢者については、解析は
口頭データをより優先することができるが、高齢者については解析は生体計測データ及び
／又は視覚データをより優先することができる。年齢境界値は例えば６０歳として設定す
ることができる。この年齢境界値は、線形重み係数として又は使用者の履歴データの解析
に基づき考慮に入れることもできる。使用者データを統合する結果として、冷房、弱冷房
、何もしない、弱暖房、又は暖房のいずれが求められるのかを判断することができる。使
用者の選好に応じて、室温と比較した或る温度を設定することができ、暖房又は冷房を活
性化させることができる。
【００３８】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段を利用して、
急速な暖房及び／又は急速な冷房を提供することができる。急速な暖房は、例えば直接電
気暖房装置を用いて達成することができ、急速な冷房は、例えば送風機を用いて達成する
ことができる。可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段は、集中暖房及び／又は冷
房システムが目標温度を維持できるまで、使用者の要求温度と使用者の環境における現在
温度との間の温度を補償するように運転させることができる。
【００３９】
　可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段は、集中暖房及び／又は冷房システムに
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依存して別様に運転させることができる。集中暖房及び／又は冷房システムが水式の場合
、これらのシステムは、空気式システムよりも緩慢に反応し、部屋を暖房又は冷房するの
にかかる時間が多くなるため、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段が運転する
期間が長くなることがある。好ましくは、運転により、使用者により要求される温度が極
力早期に長時間にわたり達成されるべきである。
【００４０】
　本発明の好適な実施形態において、暖房及び／又は冷房装置の全エネルギー消費を測定
することができる。このために、好ましくは、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房
手段の、及び集中暖房及び／又は冷房システムの、全エネルギー消費を算定することがで
きる。この算定結果に基づき、最もエネルギー効率の良い運転でどのように要求温度を達
成し維持できるのかを判断することができる。例えば、暖房の場合、可動式温度調節装置
の暖房及び／又は冷房手段により設定される温度を、初めは要求温度よりも少し高くする
ことができ、集中暖房及び／又は冷房システムが要求温度を達成するまで次第に減少させ
ることができる。一方、最初は十分過ぎるほどの暖房が提供されることから、集中暖房及
び／又は冷房システムの温度を要求温度よりも少し低く設定することができる。このこと
により、或る期間以上に暖房が提供される場合にはエネルギー消費が少なくなる。冷房の
場合、システムは、例えば内蔵式送風機又はペルチェ素子を使用して同様に運転させるこ
とができる。この場合、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段は、要求温度より
も少し低い温度に設定することができ、結果として、集中暖房及び／又は冷房システムは
、目標温度よりも高い温度に設定することができる。
【００４１】
　好適な実施形態において、可動式温度調節装置は、好ましくは、他の使用者に属する又
は室内で他の使用者に割当てられる、同じ部屋における他の可動式温度調節装置を検出又
は認識するように構成することができる。多数の可動式温度調節装置が存在するこの場合
、好ましくは、これらの可動式温度調節装置同士が互いと通信することができる。例えば
、これらの可動式温度調節装置はそのそれぞれの要求温度がいくらであるかを互いと共有
することができる。異なる装置が、これらの要求温度を比較し、暖房に予定されている最
低温度、又は冷房に予定されている最高温度を採用することができる。可動式温度調節装
置のうち、このようにして設定された温度とその温度が異なるものは、そのそれぞれの使
用者の暖房及び／又は冷房要求を満たすようにその暖房及び／又は冷房手段を運転させる
ことができる。
【００４２】
　更なる有利な実施形態において、可動式温度調節装置は、使用者による発話入力を記録
するマイクロホンを含むことができる。この可動式温度調節装置は、付加的に使用者によ
る発話入力に基づき、暖房及び／又は冷房要求を判断するように構成することができる。
【００４３】
　更なる有利な実施形態において、可動式温度調節装置は自走式とすることができるので
あり、可動式温度調節装置は、使用者の場所を感知するように構成することができる、及
び、使用者の後を追うように構成することができる。
【００４４】
　更なる実施形態において、可動式温度調節装置は、集中暖房及び／又は冷房システムが
利用可能であるかどうか、及び／又は、利用可能な集中暖房及び／又は冷房システムが水
式の暖房及び／又は冷房システムであるのか又は空気式の暖房及び／又は冷房システムで
あるのかを判断するように構成することができ、付加的にこの判断の結果に基づき暖房及
び／又は冷房手段を運転させるように、及び／又はこの判断の結果に基づき暖房及び／又
は冷房するよう集中暖房及び／又は冷房システムに指示するように、更に構成することが
できる。
【００４５】
　好適な実施形態において、前記感知手段のうちの１つ以上により計測される、暖房及び
／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数値が、事前に規定された使用者の状態を示
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す場合、可動式温度調節装置は、事前に規定された者にメッセージを送ることができる。
【００４６】
　別の有利な実施形態において、可動式温度調節装置は、発話入力を行うよう使用者に促
すことができ、使用者により行われた発話入力に基づき、可動式温度調節装置は、暖房及
び／又は冷房手段を制御する、及び／又は、集中暖房及び／又は冷房システムに暖房及び
／又は冷房指示を送ることができる。
【００４７】
　好適な実施形態において、集中暖房及び／又は冷房システムは、空気流を所定方向に向
けるように構成される可動式ルーバを有することができ、可動式温度調節装置は、使用者
の暖房及び／又は冷房要求を満たす方向に空気流が向けられるようにルーバを移動させる
よう集中暖房及び／又は冷房システムに指示する。
【発明の効果】
【００４８】
　本発明の可動式温度調節装置、可動式温度調節装置の運転方法、暖房及び／又は冷房装
置、ならびに、暖房及び／又は冷房装置の温度調節方法によれば、特定の使用者の要求に
応じて温度を調節することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】可動式温度調節装置の例としてのペットロボットを示す。
【図２】可動式温度調節装置の例示的な実施形態の図解を示す。
【図３】可動式温度調節装置の例示的な運転を示す。
【図４】水式の集中暖房システムにおける、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手
段、ならびに集中暖房及び／又は冷房システムの、目標温度を達成することへの貢献を示
す。
【図５】空気式の集中暖房システムの場合の、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房
手段、及び集中暖房及び／又は冷房システムの貢献を示す。
【図６】可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段のみを運転させる場合の温度設定
を示す。
【図７】使用者の視覚データ、生体計測データ、及び発話入力データがどのように解析さ
れるかの例を示す。
【図８】可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段が、集中暖房及び／又は冷房シス
テムと共に、最もエネルギー効率の良い運転を達成するための運転の例を示す。
【図９】多数の可動式温度調節装置の処理の例を示す。
【図１０】図９において考慮に入れられている可動式温度調節装置のうちの１つの暖房及
び／又は冷房手段の、及び集中暖房及び／又は冷房システムの貢献を示す。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下で、幾つかの図を参照して本発明を例として記載する。
【００５１】
　図１は、本発明による可動式温度調節装置として利用することのできるペットロボット
の例を示す。
【００５２】
　図２は、このような可動式温度調節装置１の構成の概略見取図を示す。装置は、使用者
を識別するように構成される識別手段２を有することができる。可動式温度調節装置１が
使用者の後を追うことができることが所望される場合、好ましくは、識別手段２は、使用
者を探すように構成することもできる。可動式温度調節装置１は、更に、可動式温度調節
装置の環境において暖房及び／又は冷房を提供することのできる暖房及び／又は冷房手段
３を含む。
【００５３】
　装置１は、更に、例えば可動式温度調節装置１が存在する部屋における、集中暖房及び
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／又は冷房システムの環境温度及び／又は存在、仕様、及び／又は運転状況を検出するこ
とのできる環境センサを含むことができる。環境センサ４は感知手段５と見做すこともで
きる。装置１は、更に、使用者の暖房及び／又は冷房要求を示す少なくとも１つの測定数
値を感知するように構成される感知手段５を含むことができる。このような感知手段５は
、例えば、視覚情報感知機能、生体計測感知機能、及び／又は音声通信機能を含むことが
できる。
【００５４】
　可動式温度調節装置１は、更に、他の可動式温度調節装置と通信することのできる、及
び／又は、集中暖房及び／又は冷房システムのシステム制御器と通信することのできる通
信手段６を含むことができる。
【００５５】
　好ましくは、装置１は、装置が自由に移動できるようにする動力源７を含む。一方、ケ
ーブル結合による解決策も可能である。装置１は、装置１が使用者の方へ移動できるよう
な又は使用者の後を追えるような、例えば推進式ホイールとしての移動手段８を含むこと
ができる。
【００５６】
　図３は、本発明の可動式温度調節装置１により実行することのできる運転のフローチャ
ートの例を示す。この例において、最初のステップＳ１では、登録された使用者が認識さ
れているかどうかが判断される。認識されている場合には、ステップＳ２において、可動
式温度調節装置１が使用者に接近する。その後、ステップＳ３において、例えば使用者の
視覚データ及び／又は生体計測データ及び／又は環境データが得られたかどうかが判断さ
れる。これらのデータが存在する場合、得られたデータが登録データと比較されて使用者
の暖房及び／又は冷房要求が判断されるステップＳ４が実行される。更に、ステップＳ５
において、使用者が健康であるかどうかを判断することができる。健康でないと判断され
る場合、ステップＳ６において、健康管理アドバイスを発行することができる。他方で、
使用者が健康である場合、ステップＳ７において、装置１は、使用者に例えば暑いか又は
寒いかを質問することができる。その後、ステップＳ８において、答えが得られたかどう
かを判断することができ、得られた場合、ステップＳ９において、例えば使用者の年齢を
考慮に入れつつ使用者の総合的な暖房又は冷房要求が何であるかを推定することができる
。その後、ステップＳ１０において、内蔵式暖房及び／又は冷房手段を制御することによ
り適正な暖房及び／又は冷房を提供することができる。ステップＳ１１において、例えば
視覚データ、生体計測データ、及び／又は口頭データを送ることにより使用者の状態を連
続的に監視することも可能である。最終ステップＳ１２において、要求が達成されたかど
うかを判断することができる。達成されたと判断されれば、運転を終了することができる
し、運転を初めから開始し、要求温度を長時間維持することもできる。
【００５７】
　図４は、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段により設定される、ならびに集
中暖房及び／又は冷房システムにより設定される、経時的な温度を示す。ここで、集中暖
房及び／又は冷房システムが水式とした場合、このシステムが非常に緩慢に反応すること
が想定される。図４は、可動式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段により設定される
ものとしての温度を上側曲線４１として示し、集中暖房及び／又は冷房システムにより設
定されるものとしての温度を下側曲線４２として示す。図４は暖房運転を示す。一方、冷
房運転であれば同じように見えるが目標温度が開始温度よりも低いはずである。ここでは
、線４１及び４２を比較することにより、可動式温度調節装置１の内蔵式暖房及び／又は
冷房手段が、集中暖房システムよりもずっと速く目標温度を達成できることを見ることが
できる。目標温度を極力早期に達成するために、まず、内蔵ヒータが環境を目標温度まで
暖房することができ、そうすれば、集中暖房システムにより提供される温度の増加に伴っ
て、内蔵式暖房及び／又は冷房手段の暖房力を低減することができる。
【００５８】
　図５は、図４に示すものと同様の線図を示す。ただし空気式の集中暖房についてのもの
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である。線４２として示すような、集中暖房システムにより設定される温度が、図４に示
すような水式の集中暖房システムの場合よりもずっと速く目標温度に到達することを見る
ことができる。従って、線４１と線４２との間の網掛け領域がより小さいことに見ること
ができるように、可動式温度調節装置１の内蔵式暖房及び／又は冷房手段を運転させる時
間を、より短くすることができる。
【００５９】
　図６は、集中暖房及び／又は冷房システムが利用可能でない例を示す。ここでは、可動
式温度調節装置の暖房及び／又は冷房手段が、開始温度から開始し、目標温度に向かって
部屋を暖房する。内蔵式暖房及び／又は冷房手段がオフにされると温度は再度低下する。
　
【００６０】
　図７は、使用者の視覚データ及び生体計測データが得られ、更に使用者が発話入力とし
て口頭データを挿入する例を示す。ここでは、簡素化するために、生体計測データ、視覚
データ、及び口頭データは、使用者が暑い又は適度である又は寒い、のいずれかを示すこ
とを想定する。図７の左側の表は、生体計測データ解析及び視覚データ解析のみに基づき
、使用者が暑いのか又は適度であるのか又は寒いのかを判断するために使用することがで
きる。垂直方向に生体計測データ解析を示し、水平方向に視覚データ解析を示す。両方の
データ値が使用者の同じ状態を示す場合、この状態が使用者の実際の状態と判断される。
他方で、生体計測データが視覚データとは反対の状態を示す場合、使用者が適度であるこ
とが想定される。使用者が適度であることを１種類のデータが示し、使用者が適度でない
ことを１種類のデータが示す場合、使用者は適度でない状態にあることが想定される。
【００６１】
　次に、図７の右側は、左側の表の結果と口頭入力の解析とを統合したものを示す。ここ
では、左側の表の結果を垂直方向に示し、発話入力の結果を水平方向に示す。上側の表は
若齢の使用者についてであり、下側の表は高齢の使用者についてである。より若齢の使用
者では、発話入力である口頭データが優先することを見ることができる。従って、使用者
が暑いと入力すると或る冷房を受けることになり、寒いと入力すると或る暖房を受けるこ
とになる。一方、生体計測データ及び視覚データが使用者の発話入力と矛盾する場合、暖
房及び／又は冷房は弱くなる。
【００６２】
　他方で、高齢者の場合、右側の下側の表に示すように、左側の表の結果が優先される。
従って、使用者の発話入力が生体計測データ及び視覚データと矛盾する場合、温度は、生
体計測データ及び視覚データにより示すような方向に、弱いやり方で調節されることにな
る。
【００６３】
　図８は、最もエネルギー効率の良い運転の例を示す。図４及び図５におけるように、上
側曲線４１は、可動式温度調節装置１の内蔵式暖房及び／又は冷房手段３により設定され
る温度を示し、下側曲線４２は、集中暖房及び／又は冷房システムにより設定されるもの
としての温度を示す。内蔵式暖房及び／又は冷房手段３が実際の目標値よりも高い値まで
設定温度を増加させていることを見ることができる。このことに起因して、図８の右側に
見ることができるように、集中暖房システムにより設定される温度４２は目標温度よりも
低くしておくことができる。この運転の全体的なエネルギー効率は、例えば図４に示すよ
うなものよりも良好になる。
【００６４】
　図９は、室内に２つ以上の可動式温度調節装置１が存在する場合の室温の処理の例を示
す。ここで、表９１は、列Ａ、Ｂ、及びＣに、処理前のそれらの装置の３つの要求温度を
示す。ここでは、室温は１７℃である。下側の表９２は、装置Ａ、Ｂ、及びＣにより実際
に設定された処理後の温度を、その際の室温である１９℃と共に示す。処理前、装置Ａは
１９℃を要求し、装置Ｂは２１℃を要求し、装置Ｃは２０℃を要求している。室温は１７
℃である。この例において、装置Ａ、Ｂ、及びＣは、最低温度を設定室温として決定する
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とができる。ここでは、最低要求温度は１９℃である。従って、表９２に示すように、室
温は１９℃に設定される。従って、装置Ａの内蔵式暖房及び／又は冷房手段３はオフにす
ることができる。装置Ｂ及びＣの集中暖房及び／又は冷房手段３は、１９℃という設定室
温よりも高いその要求温度までそれらの環境を暖房するように運転する。
【００６５】
　図１０は、図９の装置Ｂについての、図４及び図５に示すような線図を示す。装置Ｂは
、１９℃という設定室温よりも高い２１℃という温度を要求する。従って、集中暖房は、
装置Ｂの目標温度よりも低い線４２で示す温度を設定する。従って、装置Ｂはその内蔵式
暖房及び／又は冷房手段３を使用して目標温度を達成する。このことを線４１で示す。
【符号の説明】
【００６６】
　１　可動式温度調節装置
　２　識別手段
　３　暖房及び／又は冷房手段
　４　環境センサ
　５　感知手段
　６　通信手段
　７　動力源
　８　移動手段

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】
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